
音読を通 してみる読解指導の留意点

一 合成音声文 との対比を中心に一

戸 田 香 魚 子

機械 というと,も うそれだけで拒否反応を起こす私が・思 いもかけず

『法則合成による任意語彙音声合成技術』 などとい う,情 報処理 の最先端

のような分野に多少なりともかかわりを持つことになったのは,か つて三

省堂の明解アクセント辞典編修の折・秋永先生のもとで標準語アクセント

に関 しての知識をいくぱくか身につけることができたおかげである・

合成音声については,先 年筑波の科学万博の際,富 士通でその音声が流

された とのことであるが,盛 夏の一 日,行 列につぐ行列で・いったい何を

見て何を耳にしたかもう定かではない・最近テープで聴いたその音声は音

質 もアクセントもいわゆるロボット調で,ご く簡単な文であるため意味は

わかるが,自 然な音声 とは程遠いものであ った,一 年以上経たこの10月,

NTTの コミュニケーションセンターの端末機から流れ出た音声は,ア ク

セントに関 していえ.ば,複 合による変化に対応 しきれない部分 とか,マ

ス ・デスのsがsuに なって しまう点,ま たガ行鼻音化,無 声化など,い

くつかの問題を残 してはいるものの,漢 字かな交じりの日本文が,か なり

自然な連続音声に変換 されていて,残 された問題点の解決 もさほど困難と

は思えないことから》ここでもコンピュータが人問より正確に日本語文を

読みあげる日が近いことを知 らされた,

現在のところ,音 声合成のためにコンピュータに入れ られている語彙数

が十分 とはいえず,文 章例による試行錯誤がくり返 され,正 確に読まれる
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ための操作がいろいろ行われている・その段階でのテープをきき,正 確 さ

を期すための資料作成に携わっているわけだが、その操作と,外 国人学生

に音読による読解指導を行 う際の操作との間にほ とんど同様の注意を払っ

ていることに気付いたので,改 めてまとめてみたいと考えた,資 料 もいわ

ゆる公開資料ではな く,コ ンピュータの操作については全くの無知である

から,あ くまで も参考の域内の観察である.

一 読解指導 における音読一

読解 とはもちろん読んで理解することで,実 際には音声とは関係がない

ともいえよ う・音読によって指導するのは・発音・イントネーション,漢

字に対する正 しい読みかたなどが主であることはいうまでもない、だが,

学生が果たしてその文を理解 しているかぎうかを知るためには・音読はや

は り不可欠である,

木村宗男先生の 『日本語教授法』 「読解指導の目標」 によれぱ,ど の学

習者について も

1読 み終 ると同時に完全に理解できること

2個 々の短文の理解のみでなく,長 文全体の大意を把握できること

3知 らない語句は自分で辞書を引いて文 を理解する能力を持つこと

を目標 としなけれぱならないとあるが,教 師の先導 もテープもなしに音

読させることによって,前 出の1・2が できるかどうか,3を 予習で行って

いるかどうかがチェックできる.た とえば

この工事 に携わった/宮 大工の棟梁 ノ西岡常一は1偉 大な1木 のいの

ちを ノまのあたりにノ見た、(/は ポーズ)

と読んだならば,語 彙 も意味も理解 していると判断することができるが

..西 岡 常一 は1偉 大 な木 の1い のち をまの!あ た りに見 た・

と読 んだ な らば,〈 偉大 な>の 係 りかたや,く まのあた り〉 とい う語がわ
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か っていず,全 体 の意味 の把握 があや しい ことがわ かる・

音 読の際 の問題点 と しては

1漢 字 の読 みかた

〔垂 る木(た れるき)脳 裏(の ううら〉 千三百年 を閲 して(え っ して)

不興(ふ こ う)1

2ヵ タ カナ

3ひ らがなの連続

〔・木 は.,.鉄 筋 よ りも/は るかに生 きなが らノえることを/教 え る

べ き

・あ っとい うまに現 われ/で て は消 えてゆ く流行語〕

4漢 字 とかなの まぜ書 き複 合語 の把握

〔・木造部分 を1う ま くはずせ るよう継 ぎ ノ手 に工夫 を こ らし ノ,_
つ

工夫をコーフと発音

・樗牛先生をノ教壇に立ち1往 生 させたのも/〕

以上の4点 が考えられる,

1の 漢字 の読みかたの誤 りに対 しては,漢 字が初出した時点から絶 え

ず指導 しなければならない問題なので,こ こでは省略する.

武部良明先生がr日 本語表記法の課題』r四 ・漢字をめぐる問題」 で

その点を詳細に述べ られている,結 語の部分を引用すれば

個々の語を表すために用いられる漢字のほうは・それぞれの語ごと

に固定しているのが実情である,問 題は,そ の揚合に個々の漢字の読

み方すべて学習 したとしても,そ のことから特定の語の読み方が導き

出せないとい うことである・ただし,そ のことは,漢 宇の揚合に限ら

ないのである.個 々の語の習得に当たっては,そ の語の意味や発音を

覚 えるとともに,そ の語の文字表記を覚え,そ の文字表記の読み方を

覚 えるべきである一 中略一 未学習の語の漢字表記 も自由に読み二
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な したい と意図 して,個 々 の漢字 の読 み方 をすべて習得 しよ うとす る

こ とは,全 くむ だな ことであ る,漢 字 の指導 に当た って は,ま ず,こ

の ことを心得 てお くべ きであ る,一332ぺ 一 ジー

語 の正 しい発音 の基礎 となる正 しい文字表記 は 口頭で教 え るだ けでは不

十 分 で ある、語研 の中級教科書第II部 にふ りがなが多用 されて いる のは

そのた めであ り,特 に中国系及び韓国 の学生 は,発 音 と文宇表記が一致 し

な い ことが多いので,上 級段 階で も漢字語 の読み方 の正 しい文字表記 をチ

ヱ ックす る必 要があ る.

2の カタカナ語 については,学 生達 が外来 語 とわかって も,自 らの発音

との差 か ら,た とえ 自国語 であって も意 味 が とらえられ ない とい う苦情 が

多 いが,そ れ以前 に,読 み書 き指 導 の際 ひ らがなに重点 がおかれて・ カタ

カナはそれほ ど厳正 な読 み書 きを要求 され ない とい う点 があ るのではなか

ろ うか,も ちろん これは何年 も前 の初級 でのこ とで あ り,カ タカナ語が こ

れ ほ ど多 くなった現在 は,そ の点 を考 慮 した指導 が行 われている ことと思

うが.

学 生 達 の作文 に苦 しまぎれに現 れて くるカタカナ表記 で教 師が首 をか し

げ るこ とも多 いので,発 音 と表記 の問題 を きちん と教 える必 要がある・そ

うでない と日本語化 した外来語な らともか く,国 語辞典 にないカタカナ語

は外国人学生 には調べ られ ない ことにな ろ う・ 日本語特有 の三拍語,四 拍

語へ の省略 もまた外国人学生 に とっては頭 痛のたねである・脱サ ラ,革 ジ

ャンな ど漢字 カタ カナの交ぜ書 き語 は・ 漢字 ひ らがなの 交ぜ書 き語 よ り・

さ らに難解 であ るとい う・音読 の際 にカタカナ が読 めたか らといって,理

解 してい ることにはな らないとい う前提 のもとに確 認する ことが必 要 であ

る,

2の カタカナ語・省略語,交 ぜ書 きの問題 も含 めて,次 の3・4の 誤読 を

みれ ば,読 解 を左右す るものは一 にも二 に も語彙力で あるとい えよ う,サ

ッ カー がsockerで あ り,マ イ コンがマイ ク宜目・コンピューターのこ とで
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あ り,〈 生 きなが らえる〉 〈継 ぎ手>〈 立 ち往生 〉 とい うこ とばがあると知

って さえいれぱ,ど んなこ とぱが前後 にあろ うと文意 を とらえるこ とがで

き る・文字表記 と音声 が一体 となった語彙力 をつけるこ とが先 ず第一 で あ

る.

こ の点 では人間 もコンピュー タも変わ らない・音声変換 が人問 の読 み方

に近付 くには,そ のために膨大なデー タベースが必要 となる・10月19日

付 朝 日新聞 「天声人 語」 に,記 事 データベ ースの紹介 が あったが,そ こに

も次 のよ うに記 されていた,

た とえば また,拓 殖大 はタクシ ョクダイ と読む,と コンピュー ター に

教 える.こ れ を怠 ると,拓 殖 大空手部 が,タ クシ ョク ・オオ ゾラ ・シ

ュブ とな って検 索で きな くなる.

ま さに学生達 と同 じであ る・学生 とコンピュータの違 いは,学 生 は一度

はタクシ ョク ・オオ ゾラ ・シュブ と読 んで も,そ れで は意味 が全 く通 じな

いか ら,拓 殖 大や空手部 を知 らな くて も早大野球部 のよ うにOO大OO部

で はないか と類推 するこ とができる、手 の宇 をテ と読ん で,カ ラテブ まで

達 す ることがで きる学生 がいるかも しれ ない.

木 村 先生 の 『日本語教授法』 には,

読解能力 を形成する重要な柱の一つは語彙力である,語 彙 も何語あ

れば十分 ということは言えない・どんなに数多 く覚えても,知 らない

ことばに出会 うのが読解 である,一 中略一r未 知の情報が盛 られた

文章を読む場合には,必 然的 に未知の語が出て くるものである.だ か

ら未知の語に対処する方法を身 につけさせ ることを語彙についての指

導の目標 としなければならない 一118ぺ 一ジー

とあ る・学生 が類推す るためには・造語 の法則 のよ うな ものがそれ まで

にわか っていなけれ ばな らず,ま た,漢 字系 の学生達 に とっては,漢 字 も
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重要 な役割 を果 た しているので ある、

コ ンピュー タのほ うは,学 生 のよ うに類推す ることがで きない.エ ラー

を示 す灯が点滅 す るか,警 告音 を発す るかで,そ の後 は人 間が新 しい語彙

を加 えるの を待つだけである・ しか し,コ ン ピュー タは一度語彙 がイ ンプ

ッ トされれ ばも う忘れない とい う強 みを有 している.デ ー タベースが完備

すれば,留 学生 どころかおおかたの 目本人 よ り正確 に日本 文 を読みあげる

であ ろ う.た だ,木 村先生 も述べ てい られる通 り,デ ー タベースが完備す

るとい うこ とはあ り得 ないか ら,未 知語 に対処す るこ とがで きるのは人 間

だけである.

音 読 の際 の問題点 として あげた3の ひ らがな表記 の語,4の 漢字 とかな

の交ぜ書 きの語 は,こ の語彙 の問題 と深 く係 ってい ると思 うので,こ の2

点 について コンピュー タ と対 比 させ なが ら考 えてみたい と思 う・ なお,ど

のよ うな語 がひ らがなで表記 され るかは,前 出武部先生 の 『日本語表記法

の課題 』「三,書 く立揚か らの表記」 に詳 しい・冒中級以 上になった ら・そ

の こ ともきちん と教 えてお くべ きであろ う・ ただ系統的に教 えてみた とこ

ろで実際 の文章 の中で,ど こか らどこまでが一語 で,文 脈 はど うなのか,

ひ らが なの連続 の中か らつかみ 出す こ とは難 しい・中級 段階では,そ んな

に長い連続 とは思 えな くて も,

・首 がか った/る くな るまで/な が めた,

・そ う/こ うして いる うちに11時 とな り

・それで/も てれず に/悪 戦苦闘の末

とい うよ うな読 みが出て くる.誤 読 を さけるために く使い方のコッさえ

心 得て しまえば〉く木造 は火事 に弱い か らダメだとい うのは〉く文化財保護

法 をタテ に>の よ うに カタカナ を用 い る方法 もか な りみ られ る,こ の場

合,コ ッやダメは ともか く,タ テ とな る と国語辞典 の 盾 ・縦 ・立て ・殺

陣 ・館 の うちのどれか とい う間題 が派 生 する,

くrも とではツバだけ」 といって はまさんは笑 った〉 とい う葛布 の糸 を作
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る女性 をとりあげた天声人語の文章 も,「 もとではっばだけ」 では確かに
ヨ

理解 しにくい・上記のように書いてあれば,ツ バ は唾 とわかる・だが,くモ

トヂワノッバダケ〉 と読んだ学生が,〈 もとで=元 手=資 金〉 と理解 した

かどうかは疑わしい,こ のようなひらがな部分に関しては,漢 字系学生 だ

けでなく',非漢字系の学生からも,漢 字表記 を求められることが多い・漢

字系の学生は漢宇によって理解できるか もしれないし,そ うでなくても読

み方が わかっているのだから辞書で調べる際容易だからだ・〈最近の日本

語め特色は,カ タカナことばのはんらんだといわれている〉 という文で,

くはんらん〉が未知語であれば,確 かに辞書を引 くにはひらがなが便利だ・

ただ辞書 には く反乱〉のほうが先 に出て来て 〈社会の秩序を乱すこと>な

ど書いてあれぱ,そ れを操用してしまう慌て者がいないとは限 らない.く氾

濫〉としてふ りがなをふるほうが語彙力 を増す上では適正であると思 うの

だがどうであろうか・和譜はひらがな表記が多 く,あ て字 も多いことから

やむを得 ないにしても,漢 語の表外字ひらがな表記はふ りがなつきにして

もらいたい.

斗の漢字 とかなの交ぜ書 きについては7な おその思いが強い,も っとも

中級教科書では意識的に避 けられているとみえてあまり登場 しないし,上

級 の生教材 を使用する際 には,当 用 ・常用漢字にあま りとらわれずに書か

れたものが多いから,問 題 となることが少ない・例外は,そ してこれが一

番 の問題 なのだが,中 級 レベルあた9か ら,学 生達が 日本の新開を読みた

がる場合である,な ぜならば,新 聞はいわゆ る常用漢字表に従って表記 し

ているからで,今 回問題点3と4に 出て くる誤読は,新 聞を読む時圧倒的

に多い,

〈押 なっ ・危 ぐ ・残 がい ・けん制 ・ひん死 ・ほ う助1覚 せ い剤 ・形 が

い化 〉 といった漢 語や,

〈山あい ・色 っや ・やみ夜 ・た き火 〉

といった和語 とも,こ の前後 にひ らがながついて文 を成す場合,ど こで
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切 るかを誤ると意味の上での理解にも誤 りが生じる・まさに学生泣かせの

語彙であ.る・(ちなみに語彙と書かずに語いと書かなけれぱならない)

そして学生泣かせのこの表記は同時にコンピュータ泣かせでもあり,私 が

興味 を抱 くに至ったテープとなって出て来たのである・

本来ならばテープの読みとった日本語文 を学生に読ませて対比するとこ

ろだが,作 成 された意図が違 うし,試 行錯誤の段階での資料をそのまま発

表す るわけにはいかないので,テ ープに問題の出たひらがな語・漢字とか

なの交ぜ書き語を・その間題点を生か した上で,自 分の意図に合 う短文 を

作成 し,学 生達に読ませてその間題 の箇所での反応を見るにとどまった・

音声変換の装置が使用できる段階に至 った ところで・その意図を盛 り込 ん

だ長文を作成 し・コンピュータと学生達 との読み方を対比させたいと願 っ

てい るが,今 回はそのための予備操作 とでも言 うべきものである.

時間の制約 もあ り,学 生は今年度になって担当した中級C,上 級G2の

クラスから漢字系非漢字系各1名,計4名 に協力 して もらっただけなの

で,何 かの結論が出せるということではない,便 宜上学生をABCDと

し,Aは 上級漢字系,Bは 上級非漢字系,Cは 中級漢字系,Dは 中級

非漢字系である・

はじめにひらがな表記漢語の文について、テープでは19例 あり14例 が

正 しい読み方 であったが,文 の長 さからみて当然 と思われた・学生に与え

た10例 の中から幾つか挙げてみる・

1派 閥間のあつれきも今回の選挙 には影響がみられなかったよう・だ

2高 熱がつづ くと,な かにはけいれんを起こす場合 もある.

3高 校生の間で人気があるしょうちゅうの生産量が昨年から伸びてい

る.

4集 中豪雨ではんらんした利根川,

5な んというふ くいくたる香 りだろうか.

ハ
音 声変換 で誤 りが あったのは4と5で,そ れぞれ くシ ューチ ュー ゴーウ
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ヨ ハ つ つ ワ 　け
デワ ノンランシタ〉 くナ ン ト1ユ ーフク ノィクタル ノカオ リダロー〉 とあ

った・4は 〈で〉と 〈は〉の連続 を くでは〉 と解 読 したわ けで ある・ さすが

に学生達 は この誤 りを おかす ことはなか った.〈 ん〉で はじまる語 な どな

い ことを知 ってい るrからだ、5で は 〈ヂ ン トユー>が 読み とれなか った こ

とを示 してい るが,学 生 の側 もCとDが 〈ナ ン トユー フクイクタル/カ

オ リ〉 と一気 に読んで,意 味 はわ かってい ないこ とを示 した.簡 単 な文で

あ るため,全 員が 〈しょうちゆ う〉 を読み と窮AとBは 〈はんらん〉も

理 解 した.漢 字表記 を示 した結果,意 味 を解 したのは 〈軋輕 〉 と 〈痙攣 〉

のAで,こ のほか くぎょう こ う ・僥倖 〉〈ひ ん しゅく ・墾 整〉〈か い ら

い ・偲偏 〉な ど,そ の部分 を語 として と らえて発音 は して も,意 味 はわか

らず,漢 字表記 もAに3例Cに1例 理 解 を得 させた だけで あった、 こ

の よ うな語 に関 して は言い換 えなどが用 い られ ていずれ姿 を消 すのではな

か ろ うか.

つ ぎに交ぜ書 きを用い た文で,こ れはテープでは242例 の うち意味 の と

れ る もの109例 と50%を 割 っていた,学 生達 に読 ませた のは問題 のあつ

た交 ぜ書 き語 を用 いての15例 文 にす ぎないが,そ の幾つか を示 す・ 交ぜ

書 きの下 に カタカナで 示 して あるのは,コ ンピュータの誤 った読 みであ

る.

1生 きるのに疲 れた と けい動脈 を切 って 自殺 した・ ・一/ト ケー/ドハ
ー ミ ャ ク オ キ ッ テ!

ドコ い
2疲 労 困ぱいの あげ く こん倒 した,・ 一 ヒ ロー/コ ンパイノアゲ/ク

ユ
コンタオシ タ

う

3う た かたの恋 とは つかの間の 恋の比 ゆで ある・ … コイ ト/ハ ッカ

ヘ ワ つ
ノァイダノ/コ イ ノ/タ グユデアル

千 丹沢山中 の洞 くつ の中に避難 した、._ノ ヤマナカノ ノホ ラクッノ ノ

で
チ ュ ー 二/

つ 　
5ネ オ ンの つ くころ と りの市 の人 出は 最高 とな る、_.ノ ツク/コ ロ
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ト リ ノ/シ ノ

ー

学生側 は といえば,1に ついてA,B,Cは きちん と読んだが,B,Cは

頸 動脈 が未知語 であ った・ ただ両者 とも脈 の字でたぶん手首 を切 っただろ

うと推 論 を述 べたが もっ ともな 二とである,Dは やは リコン ピュータ と

同 じく ト石 二/ド ー ミャグ と読 んで,〈 時計>と 〈動脈>だ と答 えた・漢

字 を示 した ところ,Cは す ぐ自分 の誤 りに気付いた.
つ

2に つ いて は,Bが ヒロー 〆コンパイ ノ 〆アゲクコ ン/(ナ ンデスカコ レ

つ

ワ)/タ オ/シ タと読 んで 「疲 れ た,困 った,倒 した ことがわか ります」と

っ け加 えた,Aは 前半は正 しく理解 し,こ ん倒 もきちん と読 んだが,意

味 は昏倒 とい う漢字 をみ て理解 し,Dは 読 むこ とも首 を横 に振 ってパス.ユ
3こ れ は全員理解 できず,Aに 至 るまで ツカノァイダ と読 んだ し,比

ヨ

喩 と書V・て は じめてA,B,Cが 意 味 を理解 した、A,Cは ヒ ユ と発音 し

ワ
たカ㍉Bは クラベユであった,

ヨ 　ド　　ド　　

4は 全 員 タンザ ワ(こ れは ふ りがなをつ けた)サ ンチューノ/ド ー クツ

　 つ

ノ/ナ カ/と 読 み,意 味 も理解 した・

ヨ ワ 　
5は ま た わ か りに く く,,.,ノ/ツ ク コ ロ/ト リ ノ イ チ ノ/ヒ トデ ワ と

ヨ ワ 　 　コ
読 めたのはAで,Bは ネ オ ンノ ツク ノコロ トリノシノ/と 読み,Cは ネ

　ド　ドユ つ

オ ンノ/ツ クコ・ トリノ/シ ノ/と わからない時 に 多い棒読 み と なった.

つ かの間に しろ,と りの市に しろ,漢 字 を書 いて も直接 意味 を理解 す る助

けとはな らなか ったが,少 くとも語 の単位 を示 す役 には立 った・

以上,交 ぜ書 き語 を無理 に使 った こと,前 後 の文脈か ら類推 でき る長 さ

にはない ことカおら,こ れか らま とまった結論 を出す ことはで きないカ㍉ 学

生達 と話 し合 った結果,漢 字系 ・非漢字系・ クラスの レベル に関係 な く,

漢 宇 を書 いて,ふ りがなを振 って もらうのが一番 いい とい う答 であ った.

会 話 だけが 目的 の 日本語学習な らい ざしらず,中 級 ・上級 の学習者 は,日

本文 の漢字 表記 を当然 のこ とと受 け とめてい るか らで あろう・ひ らがな表
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記 に よる単 な る音 だけのこ とばよ り,漢 字 とい う意味 に支 え られたこ とば

を好 み,難 か しければ難 しいだけ,自 分 の日本語能力 が高 ま ると考 えるよ

うだ、

当用漢宇 による漢 字制限で,日 本 語 の語彙 が貧 し くな り,文 体 が冗長 に

な り,読 み に くくな り,字 面 が醜悪 にな った とす る説は,丸 谷 才一氏 をは

じめ多 くの人 の説 くところである.丸 谷 氏 は 『桜 もさよな らも日本語』 の

中で,新 聞で よ くみかける漢字 と仮名 をまぜて漢 熟語 を書 く交ぜ書 きや仮

名書 き熟語 を滑稽 な戯画 ときめつ け,こ れ らの こ とばは,「意味 を伝達す る

カ を言葉 か ら大 幅に奪 ひながらしか もその言葉 を使ふ・気安 めないし申し

わ け めいた 官僚的 な事務処理 と言 はな けれ ばな ら な い」 と書 い て いる・

〈飯 ご う炊 さん>と い うことばは中学校 のキャンプなどで よく言われ るが,

く飯盒 炊嬰 〉 とは とて も書 けない私 が,目丸谷 氏 を全面的 に支持す るつ も り

は ないが,く 憂 うつ な春〉 よ りは 〈憂欝 な奉>の ほ うがみた 目にも憂欝 で

ある し・ くがれ きか らプラ爆弾の残 がい>よ りは 〈瓦礫 か ら・・一残骸>の

ほ うが その情景 を思 い浮かべるこ とが容 易であ る.故 平林 たい子 さんが,

「書 けな くても見れば意味 がわかるか ら
,ふ りがなをつ けて表外字,表 外訓

な ども従来 通9表 記 したほ うがいい」 と述 べた とどこかで読 んだが,私 も

全 く同感 で ある・それにこの頃 のよ うに ワープ ロが普及 して,漢 宇 か らひ

らがなへ の変換,ひ らがなから漢字 への変換 も自由 自在 とな り,一 方 では.

小 学校 か らパ ソコ ンによる授業が行 われてい るとい うことであれ ぱ漢宇制

限 な どあま りこだわ らな くて もいい ので はないだろ うか.

垣 間みただ けで も,仮 名書 き熟語や交 ぜ書 き熱語 は機械 に とっても人間

に とって もか えって読解 の妨 げになるよ うで ある,特 にどんなに難 しくて

も一 度イ ンプ ッ トして しま えばそれでOKの コン ピュー タは,漢 字 をイ

ンプ ッ トした ほ うが良いに きまってい る・最 近 の新聞 の第一面 か ら問題 の

表 記 を拾 ってみた、和語の 〈歯 どめ〉は ともか くとして,交 ぜ書 きは 〈あ

然 〉 と 〈タカ派〉,こ れ まで交ぜ書 きであ った と思 われる 〈背馳(は い し)〉

〈平坦(へ いたん)〉 〈凋落(ち ょうらく)〉は,く 〉内 のよ うにふ りがなつき

一98一



であった,デ ー タベー スにた くわえるのに,こ のほ うが便利 なのであろ う

か.

最後に先程引用 した武部先生の丁漢字の読み方について」の結語をもう

一度引用させていただ く.

一般に言語を理解する場合・文字表記から発音が分 かるのと文字表記

から意味が分かるのとどちらが役立つかといえぱ,意 味 の分かるほうが

役立つはずである.そ の点では,漢 字が意味を表す文字 だ とい うこ と

を,も っと積極的に活用すべきである・そ うして,こ のことが,漢 字で

書かれた語の意味を記憶の中に定着させる上でも,大 いに役立つことを

十分に心得ておくべきである、 一333ぺ 一ジー

時代の趨勢は中国 ・韓国などアジアに於 ける隣国 との友好 を強めつつあ

る,そ のような時に,意 味を理解する上での共通語である漢字をひらがな

表記にしておくことは好ましいとはいえないのではなかろうか.
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